
金
融
庁
で
は
昨
事
務
年
度
、
資
産
運
用
の
機
能
を
提
供
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
金
融
機
関
に
つ
い
て
横
断

的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
６
月
に
「
資
産
運
用
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
に
向
け

た
プ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ー
ト
２
０
２
５
」
と
し
て
公
表
し
た
。
本
稿
で
は
そ
の
う
ち
、
多
く
の
金
融
機
関
が

実
施
す
る
Ｄ
Ｃ
（
確
定
拠
出
年
金
）
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

高
度
化
が
急
務
、金
融
機
関
に
お
け
る

Ｄ
Ｃ
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
現
在
地

デ
ー
タ
を
用
い
た
現
状
把
握
と
検
証
、

取
り
組
み
の
改
善
に
向
け
た
検
討
に
期
待

金
融
庁
監
督
局

資
産
運
用
課

　
資
産
運
用
企
画
室
長

鈴
木
善
計

　
課
長
補
佐前

山
拓
哉

運
営
管
理
機
関
に
求
め
ら
れ
る

持
続
可
能
な
収
支
構
造
の
確
立

　

一
般
に
企
業
型
Ｄ
Ｃ
で
は
、
企
業

か
ら
委
託
を
受
け
た
運
営
管
理
機
関

（
注
１
）
が
「
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
」

を
選
定
し
、
加
入
者
等
に
情
報
を
提

供
し
て
い
る
。
加
入
者
等
は
、
そ
の

商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
中
か
ら
運
用

商
品
を
選
択
す
る
。
ま
た
運
営
管
理

機
関
は
、
企
業
か
ら
委
託
さ
れ
た
業

務
の
う
ち
加
入
者
等
の
記
録
を
管
理

す
る
業
務
等
を
行
う
専
門
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関

（
レ
コ
ー
ド
キ
ー
パ
ー
。
以
下
、
Ｒ

Ｋ
）
を
共
同
出
資
に
よ
り
設
立
し
、

当
該
業
務
を
再
委
託
し
て
い
る
（
注

２
）。
企
業
型
Ｄ
Ｃ
に
お
け
る
一
般

的
な
手
数
料
の
流
れ
は
、
図
表
１
の

と
お
り
で
あ
る
。

　

運
営
管
理
機
関
や
Ｒ
Ｋ
が
安
定
的

か
つ
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的

に
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
持
続

可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
構
造
で
あ
る
こ
と
、

仮
に
現
状
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
、

そ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
構
造
を
確
立
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

運
営
管
理
機
関
の
収
入
は
大
き
く

分
け
て
①
企
業
か
ら
得
る
運
営
管
理

業
務
委
託
手
数
料
と
、（
商
品
提
供

機
関
を
兼
ね
る
場
合
に
は
）
②
加
入

者
等
か
ら
得
る
信
託
報
酬
（
の
一

部
）、
と
い
う
二
つ
か
ら
成
る
。
一

方
、
費
用
と
し
て
は
人
件
費
や
シ
ス

テ
ム
費
な
ど
に
加
え
、
Ｒ
Ｋ
へ
の
再

委
託
手
数
料
や
、（
商
品
提
供
機
関

を
兼
ね
る
場
合
に
は
）
Ｒ
Ｋ
へ
の
商

品
登
録
手
数
料
な
ど
が
あ
る
。

　

運
営
管
理
機
関
の
２
０
２
４
年
３
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ＤＣ向けサービスの高度化へ

月
期
の
収
支
状
況
を
見
る
と
、
黒
字

が
43
機
関
あ
る
一
方
で
、
赤
字
が
42

機
関
あ
る
（
注
３
）。
ま
た
運
営
管
理

機
関
の
大
手
11
社
の
う
ち
、
黒
字
の

運
営
管
理
機
関
は
６
社
で
あ
る
。
た

だ
、
黒
字
の
運
営
管
理
機
関
で
も
、

企
業
か
ら
得
る
運
営
管
理
業
務
委
託

手
数
料
と
Ｒ
Ｋ
に
支
払
う
再
委
託
手

数
料
の
差
額
で
、
運
用
関
連
業
務
に

伴
う
人
件
費
や
シ
ス
テ
ム
費
を
賄
え

て
い
な
い
。
加
入
者
等
が
負
担
す
る

信
託
報
酬
（
一
部
）
に
よ
り
全
体
と

し
て
利
益
が
出
て
い
る
構
図
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
信
託
報
酬
が
な
け
れ

ば
全
先
で
赤
字
と
な
る
。

　

企
業
か
ら
得
る
委
託
手
数
料
が
、

運
営
管
理
機
関
の
持
続
的
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
観
点
か
ら
十
分
で
な
い
場

合
、
そ
の
収
支
構
造
は
、
加
入
者
等

か
ら
得
る
信
託
報
酬
に
頼
る
方
向
へ

と
誘
引
し
、
加
入
者
等
の
最
善
の
利

益
を
勘
案
し
た
運
用
商
品
の
選
定
・

提
示
に
つ
い
て
疑
念
を
生
む
恐
れ
も

あ
る
。

　

こ
の
点
、
運
営
管
理
機
関
の
中
に

は
、
企
業
型
Ｄ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
の
単
独

の
収
支
で
は
な
く
、
企
業
と
の
他
の

取
引
関
係
を
加
味
し
た
総
合
採
算
で

捉
え
て
い
る
企
業
も
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
だ
が
、
適
切
な
競
争
を
働
か

せ
る
た
め
に
は
、
本
来
的
に
手
数
料

は
業
務
ご
と
に
生
み
出
さ
れ
る
付
加

価
値
を
基
準
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

　

運
営
管
理
機
関
に
お
い
て
は
、
持

続
可
能
な
収
支
構
造
を
確
立
す
べ
く
、

必
要
に
応
じ
て
コ
ス
ト
削
減
を
検
討

す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。
企
業
と

委
託
手
数
料
に
つ
い
て
協
議
し
た
り
、

企
業
が
運
営
管
理
機
関
選
定
時
の
コ

ン
ペ
に
参
加
し
た
り
す
る
場
合
、
こ

う
し
た
点
も
踏
ま
え
つ
つ
、
必
要
な

手
数
料
水
準
を
検
討
・
提
示
し
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
よ
う
。

運
営
管
理
機
関
と

レ
コ
ー
ド
キ
ー
パ
ー
の
関
係

　

大
手
11
社
の
う
ち
多
く
の
運
営
管

理
機
関
で
は
、
企
業
か
ら
得
る
運
営

管
理
業
務
委
託
手
数
料
の
約
70
〜
80

％
を
記
録
関
連
業
務
の
再
委
託
手
数

〔図表１〕 企業型ＤＣの手数料の流れ

（出所）　金融庁（図表２も同じ）

商品提供機関
（投信等の販売会社）

運営管理機関と
同一主体が多い

加入者

運営管理機関

運用商品の選定
加入者への提示・情報提供

投資教育など

レコードキーパー（RK）

記録管理、
運用指図の取りまとめ・通知、

給付裁定など

再委託
（記録管理など）

委託
（税務の一部）

資産管理機関
（信託銀行）

資産管理、
商品の買い付け・売却
給付・税務処理など

企業（事業主）

企業負担の
場合もあり

委託 ①運営管理業務
委託手数料

③資産管理等
委託手数料

受
給
者

⑥システム
接続手数料

④給付
手数料
〈都度〉

⑨商品登録
手数料

⑤委託
手数料

②信託報酬
（一部）

⑦システム
接続手数料

⑩システム
接続手数料

⑧委託
手数料
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料
と
し
て
Ｒ
Ｋ
に
支
払
っ
て
い
る
。

こ
の
点
、
複
数
の
運
営
管
理
機
関
か

ら
は
「
Ｒ
Ｋ
の
手
数
料
水
準
や
体
系

の
在
り
方
に
つ
い
て
改
善
の
余
地
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
」「
ア
ナ
ロ
グ

な
業
務
の
合
理
化
・
効
率
化
の
余
地

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。
ま
た
、「
あ
る
Ｒ
Ｋ
を

利
用
し
て
い
る
運
営
管
理
機
関
で
は

採
用
可
能
な
投
資
信
託
（
例
え
ば
、

信
託
報
酬
が
低
廉
な
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

投
資
信
託
）
で
あ
っ
て
も
、
別
の
Ｒ

Ｋ
を
利
用
し
て
い
る
運
営
管
理
機
関

で
は
採
用
で
き
な
い
」
と
の
意
見
も

あ
っ
た
。
後
者
で
は
Ｒ
Ｋ
に
支
払
う

手
数
料
率
が
、
商
品
提
供
機
関
が
得

ら
れ
る
信
託
報
酬
率
を
上
回
っ
て
お

り
、
採
算
割
れ
と
な
っ
て
い
る
た
め

で
あ
る
。
反
対
に
Ｒ
Ｋ
か
ら
は
「
制

度
改
正
対
応
を
含
め
、
多
額
の
シ
ス

テ
ム
費
用
を
賄
う
必
要
が
あ
り
、
現

在
の
収
益
で
は
将
来
の
シ
ス
テ
ム
更

改
費
用
を
賄
え
な
い
恐
れ
も
あ
る
」

「
運
営
管
理
機
関
等
か
ら
の
個
別
の

依
頼
に
よ
り
業
務
や
シ
ス
テ
ム
が
複

雑
化
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
意
見
も

あ
る
。

　

一
般
に
、
サ
ー
ビ
ス
手
数
料
は
提

供
者
と
利
用
者
の
交
渉
に
よ
り
決
定

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、

多
く
の
運
営
管
理
機
関
は
Ｒ
Ｋ
の
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
で
あ
る
と
と
も
に
、

株
主
で
も
あ
る
。
事
務
的
な
コ
ス
ト

や
ハ
ー
ド
ル
に
加
え
、
こ
う
し
た
出

資
関
係
が
あ
る
こ
と
で
他
の
Ｒ
Ｋ
に

乗
り
換
え
る
こ
と
は
難
し
い
可
能
性

も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
関
係
性
に
鑑
み
、
各
Ｒ

Ｋ
や
運
営
管
理
機
関
に
お
い
て
は
、

加
入
者
等
の
最
善
の
利
益
や
双
方
の

ビ
ジ
ネ
ス
の
持
続
性
に
配
意
し
つ
つ
、

短
期
的
お
よ
び
中
長
期
的
視
点
か
ら
、

手
数
料
の
在
り
方
や
業
務
の
合
理
化

・
効
率
化
、
将
来
的
な
シ
ス
テ
ム
の

在
り
方
等
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
当
局
と
し
て
も
、

議
論
の
状
況
を
継
続
的
に
フ
ォ
ロ
ー

し
て
い
く
方
針
だ
。

物
価
上
昇
を
踏
ま
え
た

適
切
な
商
品
選
定
を

　

足
元
で
は
、
物

価
は
上
昇
基
調
に

あ
り
、
預
貯
金
や

保
険
商
品
と
い
っ

た
元
本
確
保
型
商

品
の
金
利
や
利
率

は
、
一
般
に
消
費

者
物
価
の
上
昇
率

を
下
回
っ
て
い
る
。

こ
の
傾
向
が
続
く

な
か
、
物
価
の
上

昇
率
を
下
回
る
金

利
・
利
率
の
元
本

確
保
型
商
品
で
長

期
運
用
を
す
る
と
、

将
来
に
お
い
て
実

質
的
な
購
買
力
を

確
保
で
き
な
い
。

つ
ま
り
、
実
質
的

な
資
産
価
値
が
目

減
り
し
続
け
る
こ

と
に
な
る
。

　
Ｄ
Ｃ
で
は
、
年
金
資
産
と
い
う
性

質
を
踏
ま
え
、
少
な
く
と
も
将
来
の

実
質
的
価
値
の
減
少
を
防
止
し
、
老

後
に
向
け
た
資
産
形
成
を
長
期
か
つ

安
定
的
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
長
期
・
積
立
・
分

散
投
資
の
利
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
適

切
な
運
用
商
品
を
選
択
し
、
物
価
上

〔図表２〕 運営管理機関の業態別の「元本確保型商品のみで運用する者」の人数・割合
企業型ＤＣ ｉＤｅＣｏ

14%

16%

20%

21%

21%

26%

27％

6%

18%

22%

28%

29%

35%

39%地銀・信金・労金
６万人

損保
19万人

その他
６万人

主要行
109万人

全体
175万人

証券等
14万人

損保
18万人

地銀・信金・労金
23万人

その他
２万人

生保
４万人

主要行
18万人

全体
79万人

証券等
13万人

生保
21万人
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ＤＣ向けサービスの高度化へ

昇
率
を
上
回
る
運
用
収
益
率
を
安
定

的
に
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
加
入
者
等
の
う

ち
企
業
型
Ｄ
Ｃ
で
は
約
20
％
、
個
人

型
確
定
拠
出
年
金
（
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
）

で
は
約
18
％
が
元
本
確
保
型
商
品
の

み
で
運
用
し
て
い
る
（
24
年
９
月
末

時
点
）。
運
用
商
品
は
加
入
者
等
が

自
ら
選
択
す
る
も
の
で
、
加
入
者
等

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
も
ま
ち
ま
ち

と
考
え
ら
れ
る
が
、
加
入
者
等
が
物

価
上
昇
に
よ
る
資
産
価
値
の
目
減
り

リ
ス
ク
を
十
分
に
認
識
し
な
い
ま
ま

物
価
の
上
昇
率
を
下
回
る
金
利
・
利

率
の
元
本
確
保
型
商
品
で
長
期
に
運

用
し
て
い
く
こ
と
は
、
加
入
者
等
に

と
っ
て
不
幸
な
結
果
を
招
く
恐
れ
が

あ
る
。

　

そ
こ
で
、
企
業
か
ら
委
託
を
受
け
、

加
入
者
等
に
運
用
商
品
に
関
す
る
情

報
提
供
や
継
続
的
な
投
資
教
育
を
行

う
運
営
管
理
機
関
の
役
割
が
重
要
に

な
る
。
そ
う
し
た
中
で
「
元
本
確
保

型
商
品
の
み
で
運
用
す
る
者
」
の
割

合
は
、
運
営
管
理
機
関
の
業
態
ご
と

に
大
き
な
差
が
あ
る
（
図
表
２
）。

　

運
営
管
理
機
関
は
、
加
入
者
等
に

お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を
踏
ま
え

た
適
切
な
商
品
選
択
が
な
さ
れ
る
よ

う
、
優
先
順
位
を
決
め
て
、
取
り
組

み
を
強
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
加
え
て
、
企
業
型
Ｄ
Ｃ
の

場
合
は
、
企
業
と
連
携
す
る
こ
と
も

求
め
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
効
果

的
な
投
資
教
育
の
実
施
や
、
適
切
な

商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
選
定
、
適
時

適
切
な
商
品
の
入
れ
替
え
、
十
分
な

情
報
提
供
等
が
期
待
さ
れ
る
。

運
管
に
よ
る
加
入
者
へ
の

効
果
的
な
サ
ポ
ー
ト
を

　

確
定
拠
出
年
金
法
上
、
企
業
に
は

加
入
者
等
に
対
し
て
企
業
型
Ｄ
Ｃ
へ

の
加
入
時
お
よ
び
加
入
後
の
継
続
的

に
必
要
か
つ
適
切
な
投
資
教
育
を
行

う
努
力
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。
多

く
の
企
業
は
、
加
入
者
向
け
の
研
修

等
を
運
営
管
理
機
関
に
委
託
し
て
い

る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
加
入
者
等

の
適
切
な
商
品
選
択
に
向
け
、
効
果

が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
商
品
選
択

の
サ
ポ
ー
ト
事
例
を
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
、
あ
る
生
命
保
険
会
社
は
、

元
本
確
保
型
商
品
の
選
択
率
が
高
い

企
業
等
の
従
業
員
を
対
象
に
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
て
い
る
。
企
業
と
協
力

し
て
原
則
全
員
出
席
と
し
た
上
で
、

各
加
入
者
の
資
産
残
高
と
運
用
利
回

り
を
個
別
に
示
し
、
そ
の
場
で
加
入

者
が
自
身
の
運
用
状
況
を
把
握
で
き

る
よ
う
に
し
た
。

　

さ
ら
に
、
運
用
方
法
の
変
更
に
必

要
な
加
入
者
専
用
サ
イ
ト
へ
の
ロ
グ

イ
ン
パ
ス
ワ
ー
ド
等
も
個
別
に
配
付

し
、
そ
の
場
で
運
用
方
法
の
変
更
を

行
う
た
め
の
手
続
き
を
解
説
し
た
。

そ
の
結
果
、
適
切
な
商
品
選
択
に
向

け
た
加
入
者
の
理
解
が
深
ま
り
、
セ

ミ
ナ
ー
実
施
前
後
で
加
入
者
全
体
の

投
資
信
託
で
の
運
用
割
合
（
残
高
）

が
約
２
倍
と
な
っ
た
。

　

別
の
企
業
は
、
自
社
開
発
の
ウ
ェ

ブ
ア
プ
リ
で
自
身
の
運
用
実
績
と
社

内
全
体
の
運
用
実
績
を
比
較
す
る
機

能
を
実
装
し
、
加
入
者
が
自
身
の
位

置
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
定
年
時
の
受
取
可
能
額
に
つ

い
て
、
自
社
の
モ
デ
ル
昇
格
パ
タ
ー

ン
に
よ
る
掛
金
水
準
の
上
昇
な
ど
を

考
慮
す
る
こ
と
で
、
よ
り
精
度
の
高

い
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
を
算
出

し
た
。
こ
の
よ
う
に
「
自
分
ご
と
」

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な
情
報
を

提
供
し
た
結
果
、
ア
プ
リ
の
導
入
後

４
カ
月
程
度
で
、
従
業
員
の
３
分
の

１
が
商
品
を
見
直
し
た
。

　

さ
ら
に
、
あ
る
主
要
行
は
無
関
心

層
に
向
け
て
、
企
業
と
調
整
の
上
、

企
業
の
社
用
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

Ｄ
Ｃ
ア
プ
リ
が
自
動
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
さ
れ
る
仕
組
み
と
し
、
必
要
な
情

報
を
ス
マ
ホ
に
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
表
示

し
た
。「
元
本
確
保
型
商
品
の
み
で

運
用
す
る
者
」
に
は
バ
ラ
ン
ス
型
投

信
の
情
報
も
提
供
す
る
な
ど
、
表
示

画
面
を
変
更
し
て
い
る
。

　

ロ
ボ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
導
入
し
、

五
つ
の
質
問
の
回
答
に
よ
り
加
入
者

の
リ
ス
ク
許
容
度
を
判
定
し
、
資
産

配
分
を
提
案
し
て
い
る
主
要
行
も
あ

る
。
結
果
を
表
示
す
る
際
は
、
併
せ

て
資
産
配
分
を
実
現
す
る
た
め
の
具
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体
的
な
商
品
一
覧
を
商
品
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ
の
中
か
ら
抽
出
し
て
表
示
さ
せ

て
い
る
。

　

運
営
管
理
機
関
に
お
い
て
は
、
こ

う
し
た
事
例
も
参
考
に
、
加
入
者
等

に
対
す
る
効
果
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
期

待
さ
れ
る
。

加
入
者
利
益
を
踏
ま
え
た

商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を

　

さ
ら
に
、
加
入
者
等
の
適
切
な
商

品
選
択
の
前
提
と
し
て
、
運
営
管
理

機
関
は
加
入
者
等
の
最
善
の
利
益
を

勘
案
し
た
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
選

定
や
提
示
、
適
時
適
切
な
商
品
の
入

れ
替
え
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
一
部
の
企
業
か
ら
は
、

企
業
型
Ｄ
Ｃ
の
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

の
改
善
を
求
め
る
声
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
プ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ー
ト
で

は
、
企
業
型
Ｄ
Ｃ
・
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の

商
品
と
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
少
額
投
資
非

課
税
制
度
）
対
象
の
商
品
を
比
較
し
、

パ
ッ
シ
ブ
商
品
の
場
合
は
信
託
報
酬
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
商
品
の
場
合
は
シ
ャ
ー

プ
レ
シ
オ
の
面
で
差
が
あ
る
の
か
を

検
証
し
た
。
両
商
品
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

ゾ
ー
ン
は
お
お
む
ね
重
な
る
が
、
企

業
型
Ｄ
Ｃ
や
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
商
品
の

中
に
は
、
そ
こ
か
ら
外
れ
た
商
品
が

い
く
つ
か
存
在
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
17
年
４
月
か
ら
24
年
９
月

末
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、
一
つ
の

商
品
で
も
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
追
加
ま

た
は
除
外
し
た
規
約
数
を
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
全
体
の
63
％
が
商
品
を
追

加
し
て
い
る
一
方
、
除
外
は
12
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

商
品
の
入
れ
替
え
に
際
し
て
は
、

例
え
ば
、
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
類

似
商
品
が
存
在
し
、
新
た
に
追
加
す

る
商
品
の
方
が
、
信
託
報
酬
が
低
い

な
ど
の
差
が
あ
る
場
合
に
は
、
追
加

と
除
外
を
同
時
に
行
う
こ
と
が
望
ま

し
い
。

＊　

＊　

＊

　

各
運
営
管
理
機
関
と
Ｒ
Ｋ
の
状
況

は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
お
り
、
取
り

組
む
べ
き
課
題
や
そ
の
対
応
方
法
も

ま
ち
ま
ち
だ
。
金
融
庁
と
し
て
は
プ

ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
、
各

社
が
Ｄ
Ｃ
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化

に
向
け
、
業
界
全
体
や
自
社
、
他
社

の
デ
ー
タ
を
参
考
と
し
つ
つ
、
自
ら

の
立
ち
位
置
を
把
握
し
、
深
度
あ
る

分
析
・
検
証
に
よ
り
取
り
組
み
の
改

善
を
検
討
す
る
こ
と
を
促
し
て
い
く
。

そ
し
て
、
対
話
等
を
通
じ
て
そ
の
進

捗
状
況
等
を
継
続
的
に
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
し
て
い
く
方
針
だ
。

　

最
後
に
、
今
回
の
プ
ロ
グ
レ
ス
レ

ポ
ー
ト
で
は
、
運
営
管
理
機
関
や
Ｒ

Ｋ
の
協
力
の
下
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

デ
ー
タ
に
つ
い
て
分
析
し
公
表
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
、
ご
協
力
い
た
だ

い
た
各
機
関
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た

い
。

（
本
稿
に
お
け
る
意
見
に
係
る
部
分
は
、
筆

者
ら
の
個
人
的
見
解
で
あ
り
、
所
属
組
織

の
見
解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
）

（
注
）１　
主
要
行
、
地
域
銀
行
、
信
用
金
庫
、

労
働
金
庫
、
保
険
会
社
、
証
券
会
社
や

資
産
運
用
会
社
な
ど
、
２
０
２
５
年
８

月
28
日
時
点
で
２
２
０
社
が
運
営
管
理

機
関
と
し
て
厚
生
労
働
省
・
金
融
庁
に

登
録
し
て
い
る
。

２　
日
本
に
Ｒ
Ｋ
は
４
社
あ
り
、
運
営

管
理
機
関
の
共
同
出
資
に
よ
り
設
立
さ

れ
た
大
手
２
社
が
、
加
入
者
等
の
人
数

の
94
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
。

３　
運
営
管
理
機
関
の
業
務
の
み
を
切

り
出
し
て
収
支
を
算
出
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
機
関
を
除
い
て
い
る
た
め
、
合

計
と
運
営
管
理
機
関
の
総
数
は
一
致
し

な
い
。

す
ず
き　

よ
し
か
ず

07
年
財
務
省
入
省
。
金
融
庁
信
用
制

度
参
事
官
室
、
企
画
課
調
査
室
、
市

場
課
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
室
、
リ
ス
ク
分
析
総
括
課
な
ど
を

経
て
24
年
か
ら
現
職
。
23
年
か
ら
内

閣
官
房
新
し
い
資
本
主
義
実
現
本
部

事
務
局
を
併
任
。

ま
え
や
ま　

た
く
や

05
年
第
一
生
命
保
険
入
社
。
同
年
、

み
ず
ほ
第
一
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
へ
出
向
。
野
村
総
合
研
究

所
を
経
て
24
年
か
ら
現
職
。
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